
(57)【要約】
【課題】本発明は、体温の上昇を抑制し、体温を容易に低下させる体温制御剤の提供する
ことを主目的とするものである。
【解決手段】上記目的を達成するために、本発明は、γ－アミノ酪酸からなることを特徴
とする体温制御剤を提供する。
【選択図】無し
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 γ － ア ミ ノ 酪 酸 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 体 温 制 御 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 体 温 制 御 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 が 、 ス ポ ー ツ ド リ ン ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 体
温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 熱 中 症 や 疲 労 の 予 防 等 に 有 効 な 体 温 制 御 剤 、 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 、 お よ び 体
温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 地 球 温 暖 化 や ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 に よ り 、 都 市 部 に お け る 温 暖 化 の 傾 向 が 顕 著
に 現 れ て い る 。 こ の よ う な 温 暖 化 現 象 は 、 平 均 気 温 の 上 昇 や 真 夏 日 の 増 加 な ど を 引 き 起 こ
し 、 結 果 的 に 人 々 の 健 康 に も 悪 影 響 を 及 ぼ し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 、 人 間 の 体 は 、 外 界 の 温 度 が 上 昇 し て も 発 汗 作 用 等 の 体 温 調 節 機 能 に よ り 、 体 温 が
上 昇 し な い よ う 調 節 さ れ る 。 し か し な が ら 、 真 夏 日 等 の 暑 熱 環 境 下 に 長 時 間 さ ら さ れ る と
、 こ の 発 汗 作 用 の 働 き が 追 い つ か ず 、 体 内 に 熱 が こ も っ て し ま い 、 体 内 は 異 常 な 高 熱 と な
っ て し ま う 。 こ の よ う に 体 温 を 調 節 す る 機 能 が う ま く 働 か ず 、 体 温 が 上 昇 し て し ま う 機 能
障 害 の こ と を 、 一 般 に 熱 中 症 と い う 。 こ の 熱 中 症 は 、 時 に は 死 に 至 る こ と も あ る 極 め て 危
険 な 病 態 で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 熱 中 症 の 他 に も 、 体 温 の 高 い 状 態 が 長 時 間 続 い て 起 こ
る 疲 労 や 、 夏 バ テ 等 も 体 内 の 熱 の こ も り に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 症 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 体 内 の 熱 の こ も り に 起 因 す る 諸 症 状 に は 、 体 温 が 上 昇 す る の を 抑 え 、 ま た 上
昇 し た 体 温 を 速 や か に 低 下 さ せ る こ と が 効 果 的 で あ る と 考 え ら れ て い る 。
　 な お 、 本 発 明 に 関 す る 先 行 文 献 は 発 見 さ れ て い な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 体 温 の 上 昇 を 抑 制 し 、 体 温 を 容 易 に 低 下 さ せ る 体 温 制 御 剤 の 提 供 が 望 ま れ て い
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸 （ Ｇ Ａ Ｂ Ａ ） か ら な る こ と を 特 徴 と す る 体 温 制 御 剤 を 提 供 す
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸 を 摂 取 す る こ と に よ り 、 自 律 神 経 系 特 に 副 交 感 神 経
に 作 用 し 、 体 温 が 上 昇 す る 状 態 に お い て は 体 温 上 昇 抑 制 効 果 を 示 し 、 ま た 体 温 が 上 昇 し た
状 態 に お い て は 体 温 低 下 効 果 を 示 し 、 体 温 を 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 本
発 明 の 体 温 制 御 剤 は 、 熱 中 症 の 予 防 、 体 に 対 す る 疲 労 の 蓄 積 の 予 防 、 夏 バ テ の 予 防 等 に 有
効 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 の 摂 取 に よ り 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸 が 副 交 感 神 経 に 作 用
す る こ と か ら 、 脳 内 の α 波 が 優 位 と な り 、 リ ラ ッ ク ス 効 果 が も た ら さ れ る た め 、 精 神 的 な
疲 労 感 が 軽 減 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 体 温 制 御 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 を 提
供 す る 。 上 記 体 温 制 御 剤 を 含 有 す る 食 品 と す る こ と に よ り 、 熱 中 症 ・ 疲 労 ・ 夏 バ テ の 予 防
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等 に 効 果 の あ る 体 温 制 御 剤 を 手 軽 に 摂 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 上 記 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 が ス ポ ー ツ ド リ ン ク で あ る こ と を 特 徴 と す る
体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク を 提 供 す る 。 上 記 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 を ス ポ ー ツ ド リ ン
ク と す る こ と で 、 ス ポ ー ツ 時 な ど 疲 労 の 予 防 ・ 回 復 や 熱 中 症 予 防 の 必 要 性 が 高 い シ ー ン で
、 体 温 上 昇 抑 制 効 果 や 体 温 低 下 効 果 を 発 揮 さ せ て 、 体 温 の 制 御 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 を 摂 取 す る こ と に よ り 、 体 温 の 上 昇 を 抑 制 し 、 ま た 上 昇 し た 体 温 を
速 や か に 低 下 さ せ る こ と が で き 、 熱 中 症 ・ 疲 労 ・ 夏 バ テ の 予 防 等 の 諸 症 状 の 改 善 に 効 果 が
あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 を 摂 取 す る こ と に よ り 、 α 波 （ 脳 波 ） が 優 位 に 発 現 し 、
体 温 が 高 い 状 態 に あ る こ と を 不 快 と 感 じ る 場 合 に 、 体 温 上 昇 抑 制 ・ 体 温 低 下 効 果 に 加 え て
、 ス ト レ ス 軽 減 効 果 も 同 時 に 得 る こ と が で き 、 疲 労 の 低 減 に 相 乗 的 な 効 果 を 発 揮 す る と い
っ た 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 、 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 お よ び 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン
ク に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Ａ ． 体 温 制 御 剤
　 ま ず 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 は 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸
か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 般 に 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸 は 、 自 律 神 経 系 の 副 交 感 神 経 に 作 用 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
ま た こ の 副 交 感 神 経 へ の 作 用 に よ り 、 α 波 （ 脳 波 ） が 優 位 に 発 現 し 、 リ ラ ッ ク ス 効 果 が も
た ら さ れ る こ と も 公 知 と さ れ て い る が 、 本 発 明 者 ら は 、 こ の 副 交 感 神 経 へ の 作 用 が 、 他 の
新 効 果 を も た ら す こ と を 見 出 し た 。 そ の 新 効 果 と は 、 体 温 が 上 昇 す る よ う な 環 境 下 に お い
て 、 体 温 の 上 昇 を 抑 制 す る 体 温 上 昇 抑 制 効 果 、 お よ び 、 一 時 的 に 上 昇 し た 体 温 を 速 や か に
低 下 さ せ る 体 温 低 下 効 果 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 す な わ ち 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸 を 摂 取 す る こ と に よ り 、 体 温 が 上 昇 す る よ う な 状 態 に は 、 γ
－ ア ミ ノ 酪 酸 が 副 交 感 神 経 に 作 用 し 、 血 圧 、 心 拍 数 の 上 昇 が 抑 え ら れ る 。 ま た 皮 膚 表 面 の
血 管 が 拡 張 す る こ と で 皮 膚 血 流 量 が 増 加 し 、 皮 膚 表 面 で の 体 熱 放 散 が 促 進 さ れ る 。 そ の 結
果 血 液 温 度 の 過 度 の 上 昇 が 抑 え ら れ る た め に 、 体 の 深 部 で の 体 温 の 上 昇 が 抑 え ら れ る 。 ま
た 、 体 温 が 一 時 的 に 上 昇 し た 状 態 に お い て は 、 上 記 の 場 合 と 同 様 に γ － ア ミ ノ 酪 酸 が 副 交
感 神 経 へ と 作 用 す る こ と で 、 上 昇 し た 血 圧 ・ 心 拍 数 の 鎮 静 、 皮 膚 血 流 量 増 加 お よ び 血 液 温
度 の 低 下 に よ り 、 上 昇 し た 体 温 を 速 や か に 低 下 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 こ の よ う な 二 つ の 新 効 果 を 有 す る 体 温 制 御 剤 を 摂 取 す る こ と に よ り
、 体 温 が 上 昇 す る よ う な 状 態 や 体 温 が 上 昇 し た 状 態 で あ っ て も 、 過 度 に 高 い 体 温 と な ら な
い よ う 制 御 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 体 温 の 上 昇 に 起 因 し た 諸 症 状 、 例 え ば 体 温 の 高 い
状 態 が 長 く 続 く こ と で 起 こ る 疲 労 や 夏 バ テ の 改 善 等 に 効 果 が あ る 。 ま た 、 暑 熱 環 境 下 や 運
動 時 な ど に 起 こ り や す い 熱 中 症 等 の 予 防 に も 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸 の 副 交 感 神 経 へ の 作 用 に よ り 、 体 温 の 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。 ま た 同
時 に 血 圧 、 心 拍 数 の 減 少 や 血 流 量 、 発 汗 量 の 制 御 が 起 こ る 。 こ の よ う な γ － ア ミ ノ 酪 酸 の
身 体 に 及 ぼ す 諸 現 象 は 、 カ ロ リ ー 消 費 の 減 少 や 、 疲 労 の 低 減 等 の 好 ま し い 効 果 が 期 待 で き
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に γ － ア ミ ノ 酪 酸 は 副 交 感 神 経 に 作 用 し 、 α 波 の 放 出 が 増 加 し 、 リ
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ラ ッ ク ス 効 果 が も た ら さ れ る 物 質 で あ る が 、 こ の よ う な リ ラ ッ ク ス 効 果 か ら ス ト レ ス 、 す
な わ ち 精 神 的 な 疲 労 感 を 軽 減 す る こ と が 期 待 で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 を
摂 取 す る こ と に よ り 、 上 述 し た よ う な フ ィ ジ カ ル 面 の 疲 労 と 、 こ の よ う な メ ン タ ル 面 の 疲
労 と の 両 面 に 作 用 し 、 効 果 的 に 疲 労 を 改 善 す る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お け る γ － ア ミ ノ 酪 酸 （ Ｇ Ａ Ｂ Ａ ） は 、 野 菜 類 、 果 物 類 、 穀 類 、 発 酵 食 品 等 に
幅 広 く 含 ま れ る ア ミ ノ 酸 の 一 種 で あ る 。 本 発 明 に 用 い ら れ る γ － ア ミ ノ 酪 酸 と し て は 、 特
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 野 菜 類 、 果 物 類 、 穀 類 な ど か ら 抽 出 さ れ た γ － ア ミ ノ
酪 酸 、 醗 酵 食 品 か ら 生 産 さ れ る γ － ア ミ ノ 酪 酸 、 有 機 合 成 か ら 生 産 さ れ た γ － ア ミ ノ 酪 酸
等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な γ － ア ミ ノ 酪 酸 か ら な る 体 温 制 御 剤 の 一 日 当 た り の 摂 取 量 と し て は 、 具 体 的
な 症 状 、 年 齢 等 に よ っ て 適 宜 調 節 さ れ る が 、 通 常 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸 換 算 で 、 ５ ０ ｍ ｇ ／ 成
人 以 上 程 度 と さ れ 、 中 で も ５ ０ ｍ ｇ ／ 成 人 ～ ３ ｇ ／ 成 人 の 範 囲 内 、 特 に ５ ０ ｍ ｇ ／ 成 人 ～
１ ０ ０ ｍ ｇ ／ 成 人 の 範 囲 内 と さ れ る こ と が 好 ま し い 。 一 日 の 摂 取 量 を 上 記 範 囲 と す る こ と
に よ り 、 体 温 上 昇 の 抑 制 お よ び 体 温 の 低 下 が 効 率 的 に 行 わ れ る か ら で あ る 。 な お 、 本 発 明
に お い て は 、 一 日 で 摂 取 す る 総 量 が 上 記 範 囲 で あ れ ば 摂 取 す る 回 数 は 特 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 上 記 摂 取 量 を 一 回 で 摂 取 し て も よ く 、 ま た 複 数 回 に 分 け て 摂 取 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 の 提 供 形 態 と し て は 、 例 え ば 、 上 記 体 温 制 御 剤 に で ん ぷ ん や
乳 糖 等 の 賦 形 剤 を 添 加 し 、 散 剤 、 顆 粒 剤 、 カ プ セ ル 剤 、 丸 剤 、 錠 剤 と し た も の を 挙 げ る こ
と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 を 、 食 品 に 添 加 し て 提 供 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｂ ． 体 温 制 御 剤 配 合 食 品
　 次 に 、 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 は 、 上 記 に
記 載 の 体 温 制 御 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 上 記 体 温 制 御 剤 を 含 有 す る 食 品 と す る こ と に よ り 、 体 温 上 昇 抑 制 効
果 お よ び 体 温 低 下 効 果 の あ る 体 温 制 御 剤 を 手 軽 に 摂 取 す る こ と が で き 、 体 内 に 熱 が 蓄 積 す
る こ と に よ り 起 こ る 熱 中 症 や 、 疲 労 、 夏 バ テ 等 の 予 防 を 効 率 よ く 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
ま た 、 上 記 体 温 制 御 剤 は 、 リ ラ ッ ク ス 効 果 も 有 し て い る た め 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 配 合 食
品 を 摂 取 す る こ と に よ り 、 疲 労 の 軽 減 を よ り 効 果 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 こ の よ う な 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 と し て は 、 上 記 体 温 制 御 剤 を 含 有 す る
も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば コ ー ヒ ー 、 牛 乳 、 果 汁 、 茶 類 抽 出 液 、
コ コ ア 、 炭 酸 飲 料 、 ス ポ ー ツ ド リ ン ク 、 ス ー プ 等 の 飲 料 や 、 錠 菓 、 チ ョ コ レ ー ト 、 ガ ム 、
ゼ リ ー 、 パ ン 等 の 菓 子 類 、 ヨ ー グ ル ト 、 チ ー ズ 等 の 乳 製 品 類 、 ア イ ス ク リ ー ム 、 シ ャ ー ベ
ッ ト 等 の 氷 菓 、 ジ ャ ム 、 マ ー マ レ ー ド 等 の 果 実 、 野 菜 の 加 工 食 品 類 、 醤 油 、 味 噌 、 マ ヨ ネ
ー ズ 、 ソ ー ス 、 砂 糖 等 の 調 味 料 類 、 ハ ム 、 ソ ー セ ー ジ 等 の 畜 肉 製 品 類 、 魚 肉 ソ ー セ ー ジ 、
か ま ぼ こ 等 の 魚 肉 製 品 類 な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 ガ ム シ ロ ッ プ や ミ ル ク 等 の ポ ー シ ョ ン
タ イ プ の 飲 料 用 携 帯 濃 縮 液 や 、 サ プ リ メ ン ト 等 の 健 康 食 品 な ど も 挙 げ る こ と が で き る 。 な
お 、 上 述 し た 例 示 は 、 加 工 食 品 の 一 例 を 挙 げ た も の で あ り 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 配 合 食 品
は 、 あ ら ゆ る 加 工 食 品 に 対 し て 応 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 上 述 し た 中 で も 飲 料 で あ る こ と が 好 ま し く 、 飲 料 の 中 で も 特 に ス ポ
ー ツ ド リ ン ク で あ る こ と が 好 ま し い 。 ス ポ ー ツ ド リ ン ク は 、 発 汗 に よ り 失 わ れ た 水 分 ・ 電
解 質 を ス ム ー ズ に 補 給 す る 目 的 で 、 昨 今 、 生 活 の あ ら ゆ る シ ー ン で 利 用 さ れ て い る 飲 料 で
あ る 。 ま た 特 に ス ポ ー ツ 時 は 、 体 温 の 上 昇 す る 状 態 や 体 温 の 上 昇 し た 状 態 が 長 く 続 き 、 疲
労 が 蓄 積 し や す く 、 特 に 暑 熱 環 境 下 に お い て は 、 熱 中 症 等 が 発 生 し や す い た め 、 体 温 上 昇
の 抑 制 や 体 温 の 速 や か な 低 下 が 求 め ら れ る 場 合 が 多 い か ら で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 は 、 通 常 、 上 述 し た よ う な 飲 料 や 菓 子 等 の 食 品 に 上 記 体 温 制 御
剤 を 添 加 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 。 上 記 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 に お け る 上 記 体 温 制 御 剤 の
添 加 量 と し て は 、 食 品 の 種 類 等 に よ っ て 適 宜 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｃ ． 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク
　 次 に 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 体 温 制 御
剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク は 、 上 記 に 記 載 の 体 温 制 御 剤 配 合 食 品 を ス ポ ー ツ ド リ ン ク と し た
も の で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ポ ー ツ 時 や ス ポ ー ツ 後 等 に 、 疲 労 の 予 防 お よ び 熱 中 症 予 防 等 に 効 果
の あ る 体 温 制 御 剤 を 容 易 に 摂 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク は 、 上 述 し た 体 温 制 御 剤 を 含 有 す る ス ポ ー ツ
ド リ ン ク で あ る 。 本 発 明 に お い て 、 上 記 体 温 制 御 剤 の 含 有 量 と し て は 、 γ － ア ミ ノ 酪 酸 換
算 で 、 １ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｍ ｌ ～ ６ ０ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｍ ｌ の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し く 、
中 で も １ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｍ ｌ ～ １ ０ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｍ ｌ の 範 囲 内 、 特 に １ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０
ｍ ｌ ～ ２ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｍ ｌ の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し い 。 体 温 制 御 剤 の 含 有 量 を 上 記
範 囲 と す る こ と に よ り 、 体 温 制 御 剤 の 効 果 が 得 ら れ る 量 を 無 理 な く 摂 取 す る こ と が で き る
か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク は 、 体 温 制 御 剤 以 外 に ス ポ ー ツ ド リ ン
ク の 成 分 を 含 む も の で あ る 。 こ の よ う な ス ポ ー ツ ド リ ン ク の 成 分 と し て は 、 一 般 に 市 販 さ
れ て い る ス ポ ー ツ ド リ ン ク に 含 有 さ れ る 成 分 と 同 様 ま た は 同 類 の 成 分 で あ れ ば 特 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 例 え ば 水 、 果 汁 、 糖 分 、 香 料 、 酸 味 料 、 甘 味 料 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル
、 ア ミ ノ 酸 、 タ ン パ ク 質 等 を 含 有 す る も の と す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ス ポ ー ツ ド リ ン
ク と は 、 一 般 に ス ポ ー ツ シ ー ン そ の 他 で 発 汗 に よ り 失 わ れ た 水 分 と 電 解 質 の 効 果 的 な 補 給
と を 主 な 目 的 と し て い る 飲 料 の こ と を い う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 上 記 実 施 形 態 は 、 例 示 で あ
り 、 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 と 実 質 的 に 同 一 な 構 成 を 有 し 、 同 様
な 作 用 効 果 を 奏 す る も の 、 ま た は そ れ ら の 均 等 物 は 、 い か な る も の で あ っ て も 本 発 明 の 技
術 的 範 囲 に 包 含 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
[実 施 例 １ ]
　 （ 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク の 調 製 ）
　 水 を ベ ー ス と し て 、 糖 類 ３ ％ 、 甘 味 料 ０ ． ０ １ ％ 、 酸 味 料 ０ ． １ ０ ％ 、 香 料 （ 適 量 ） 、
電 解 質 （ 適 量 ） を 含 む ス ポ ー ツ ド リ ン ク を 調 製 す る 。 こ の ス ポ ー ツ ド リ ン ク ２ ０ ０ ｍ ｌ に
体 温 制 御 剤 （ γ － ア ミ ノ 酪 酸 ） を ５ ０ ｍ ｇ 添 加 し 、 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク を 得
た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
[比 較 例 １ ]
　 （ 体 温 制 御 剤 非 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク の 調 製 ）
　 体 温 制 御 剤 を 添 加 し な か っ た こ と 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て ス ポ ー ツ ド リ ン ク を 調
製 し 、 体 温 制 御 剤 非 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク と し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
[評 価 試 験 ]
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　 実 施 例 １ で 得 た 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク 、 比 較 例 １ で 得 た 体 温 制 御 剤 非 配 合 ス
ポ ー ツ ド リ ン ク を そ れ ぞ れ 被 験 者 に 飲 用 さ せ 、 各 測 定 を 行 っ た 。 詳 細 を 以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ 被 験 者 ＞
　 大 学 学 生 （ サ ッ カ ー 部 員 、 ２ ０ 歳 代 ）
＜ 実 施 手 順 ＞
　 （ １ ） 実 施 例 １ ま た は 比 較 例 １ の 飲 料 を ２ ０ ０ ｍ ｌ 飲 用 。
　 （ ２ ） 人 工 気 候 室 へ 入 室 （ ３ ４ ℃ 、 湿 度 ４ ０ ％ ） 。
　 （ ３ ） 準 備 （ 各 種 セ ン サ ー の 取 り 付 け ）
　 （ ４ ） 約 ３ ０ 分 間 安 静 （ 安 静 時 ） 。
　 （ ５ ） 運 動 開 始 。 自 転 車 エ ル ゴ メ ー タ ー で ３ ０ 分 間 の 運 動 負 荷 （ 運 動 負 荷 ： １ ４ ０ ～ １
５ ０ Ｗ （ ６ ０ ％ Ｖ Ｏ ２ ｍ ａ ｘ ） ） を 行 っ た （ 運 動 時 ） 。
　 （ ６ ） 運 動 終 了 後 す ぐ に 、 （ １ ） で 飲 用 し た も の と 同 様 の 飲 料 を ２ ０ ０ ｍ ｌ 飲 用 。
　 （ ７ ） 約 ３ ０ 分 間 安 静 （ 回 復 時 ） 。
　 （ ８ ） 試 験 の 終 了 。 人 工 気 候 室 を 退 室 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
＜ 検 証 １ ： 体 温 測 定 ＞
　 運 動 開 始 時 ～ 回 復 時 （ 実 施 手 順 （ ５ ） ～ （ ７ ） ） の 間 、 深 部 体 温 を 測 定 し た 。 深 部 体 温
は 、 食 道 部 に 温 度 セ ン サ ー を 接 触 さ せ て 測 定 し た 。 結 果 を 図 １ に 示 す 。 図 １ 中 、 横 軸 （ 時
間 軸 ） は 、 運 動 開 始 時 を ０ 分 と し 、 運 動 終 了 時 を ３ ０ 分 、 試 験 終 了 時 間 を ６ ０ 分 と し て い
る 。 な お 、 図 １ 中 、 ３ ０ 分 過 ぎ に 温 度 が 急 落 し 、 そ の 後 上 昇 し て い る の は 、 飲 料 を 飲 用 し
た 際 の 一 時 的 な 温 度 低 下 を 示 す 。
　 運 動 時 は 、 体 温 制 御 剤 非 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク （ 比 較 例 １ ） と 比 較 し て 、 温 度 上 昇 が 緩
や か で 、 運 動 終 了 直 後 の 体 温 は 低 い 値 を 示 し た （ 約 ０ ． １ ８ ℃ の 差 ） 。
　 回 復 時 は 、 体 温 制 御 剤 非 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク （ 比 較 例 １ ） と 比 較 し て 、 平 時 の 体 温 （
３ ７ ． ３ ℃ ） に 戻 る ま で の 温 度 低 下 が 早 く 、 そ の か か る 時 間 は 短 か っ た （ 約 ４ ． ９ 分 の 差
） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
＜ 検 証 ２ ： 血 圧 、 心 拍 数 の 測 定 ＞
　 安 静 時 ～ 運 動 時 ～ 回 復 時 （ 実 施 手 順 （ ４ ） ～ （ ７ ） ） の 間 、 血 圧 、 心 拍 数 を 測 定 し た 。
結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク を 飲 用 す る こ と に よ り 、 血 圧 、 心 拍 数 と も 比 較 例 １ よ
り も 低 い 平 均 値 を 示 し た 。 こ れ に よ り 、 運 動 時 、 回 復 時 に お い て 副 交 感 神 経 が 優 位 に 発 現
し て い る こ と が 推 定 さ れ た 。 ま た 血 圧 、 心 拍 数 の 低 下 は 、 運 動 時 の 心 肺 機 能 、 循 環 機 能 へ
の 負 担 が 少 な く な る こ と か ら 、 カ ロ リ ー 消 費 量 の 低 減 、 疲 労 の 低 減 が 期 待 で き る 。 ま た 、
よ り 強 い 運 動 負 荷 に も 対 応 で き る （ 運 動 量 の 向 上 効 果 ） こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
＜ 検 証 ３ ： 心 電 図 の 測 定 ＞
　 安 静 時 ～ 運 動 時 ～ 回 復 時 （ 実 施 手 順 （ ４ ） ～ （ ７ ） ） の 間 、 心 電 図 を 測 定 し Ｒ -Ｒ 解 析
に よ り 交 感 神 経 、 副 交 感 神 経 の 作 用 を 推 定 し た 。
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　 本 試 験 の 間 、 副 交 感 神 経 が 相 対 的 に 優 位 に 発 現 し て い る こ と か ら 、 体 温 制 御 剤 が 評 価 試
験 中 効 果 的 に 作 用 し て い る こ と が 推 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
＜ 検 証 ４ ： ス ト レ ス マ ー カ ー の 測 定 ＞
　 運 動 開 始 時 を ０ 分 と し て 、 ０ （ 運 動 開 始 時 ） ， ３ ０ （ 運 動 終 了 直 後 ） ， ７ ０ 分 後 の 計 ３
回 、 唾 液 を 採 取 し 、 ス ト レ ス マ ー カ ー （ ク ロ モ グ ラ ニ ン Ａ と コ ル チ ゾ ー ル ） を 測 定 し た 。
０ 分 （ 運 動 開 始 時 ） の 値 を １ ０ ０ と し て 、 そ の 変 化 率 を ％ で 示 し た 。 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　 表 ２ に 示 す よ う に 、 体 温 制 御 剤 配 合 ス ポ ー ツ ド リ ン ク を 飲 用 し た 場 合 、 運 動 開 始 時 以 降
、 比 較 例 １ と 比 べ て ス ト レ ス マ ー カ ー （ ク ロ モ グ ラ ニ ン Ａ お よ び コ ル チ ゾ ー ル ） の 値 は 低
い 傾 向 を 示 し た 。 特 に 運 動 終 了 直 後 （ ３ ０ 分 ） は 、 い ず れ の ス ト レ ス マ ー カ ー も 顕 著 な 差
を 示 し た 。 な お 、 ク ロ モ グ ラ ニ ン Ａ お よ び コ ル チ ゾ ー ル は 、 ス ト レ ス マ ー カ ー の 代 表 例 と
し て 記 し た も の で あ る 。 表 ２ に は 示 さ な い が 他 の ス ト レ ス マ ー カ ー （ Ｉ ｇ Ａ 、 ア ミ ラ ー ゼ
活 性 ） に つ い て も 同 様 、 ス ト レ ス が 少 な い 状 態 を 示 す 値 で あ っ た 。
　 体 温 制 御 剤 を 摂 取 す る こ と に よ り 、 運 動 開 始 時 ～ 回 復 時 （ 実 施 手 順 （ ５ ） ～ （ ７ ） ） に
お い て 、 体 温 制 御 剤 を 摂 取 し な い 場 合 と 比 べ て 、 ス ト レ ス が 少 な い 状 態 で あ る こ と が 推 定
で き た 。 同 じ 運 動 負 荷 に お い て も ス ト レ ス と し て 感 じ る 程 度 が 少 な い こ と は 、 精 神 的 な 疲
労 感 の 蓄 積 が 少 な い こ と を 指 し 、 体 温 制 御 剤 が 疲 労 の 予 防 に 効 果 的 で あ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
＜ 検 証 結 果 ＞
　 検 証 １ ～ ４ の 結 果 よ り 、 体 温 制 御 剤 が 副 交 感 神 経 に 作 用 し 、 体 温 上 昇 抑 制 効 果 お よ び 体
温 低 下 効 果 が 生 じ る こ と が 判 明 し た 。 上 記 で は 、 運 動 負 荷 （ ス ポ ー ツ 等 ） に よ る 一 時 的 な
体 温 上 昇 状 態 に つ い て 実 証 し た が 、 運 動 時 に 限 ら ず 「 体 温 が 一 時 的 に 上 昇 す る 状 態 や 上 昇
し た 状 態 」 の あ ら ゆ る 生 活 シ ー ン に お い て も 本 発 明 の 体 温 制 御 剤 は 有 効 で あ る も の と 考 え
ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 体 温 測 定 の 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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